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（仮称）宇都宮市全天候型子どもの活動の場 

空調設備保守点検業務 仕様書 
 

１ 総 則 

（１）目 的 

本業務は，空調設備を常に正常かつ良好な状態に保ち，効率的な運転を行うこ

とを目的とする。 

（２）委託名称 

（仮称）宇都宮市全天候型子どもの活動の場空調設備保守点検業務委託 

（３）委託場所 

ア 名 称 （仮称）宇都宮市全天候型子どもの活動の場 

イ 住 所 宇都宮市上田原町 1番地 

（４）適用の範囲 

本仕様書は，「（仮称）宇都宮市全天候型子どもの活動の場空調設備保守点検業

務委託」に適用する。 

（５）委託期間 

本業務の委託期間は，令和○年４月１日から令和○年３月３１日までとする。 

 

２ 一般事項 

（１）提出書類 

受託者は，下記書類を提出日までに委託者に提出すること。 

ア 作業工程表              ・・・・・契約後１４日以内 

イ 業務主任者届             ・・・・・    〃 

ウ 作業計画書（要領書）         ・・・・・    〃 

エ 現場作業組織表            ・・・・・    〃 

オ 緊急連絡表              ・・・・・    〃 

カ 作業日報及び写真，点検業務結果報告書 ・・・・・ 作業完了後 

キ その他必要な書類           ・・・・・ 指示による 

（２）環境への配慮 

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００

号）第６条の基本方針を適用する。 

（３）本仕様書に記載のない事項への対応 

① 本仕様書に記載のない事項については，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

の建築保全業務共通仕様書（令和５年版）（以下「国仕様書」という。）の記載

のとおりとする。 

② 本仕様書及び国仕様書に記載のない事項については，委託者と協議のうえ決

定する。 
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（４）疑義 

本仕様書の記載事項に疑義が生じた場合は，委託者と協議のうえ決定する。 

 

３ 関係法令等の遵守 

受託者は，業務の実施に当たり，適用を受ける関係法令等を遵守し，業務の円滑な

遂行を図ること。 

 

４ 保守点検 

（１）点検内容 

予防保全を目的とし，運転，停止状態を目視や計測器等により点検整備を行う

もので，点検項目は次のとおりとする。 

ア フィルター，熱交換エレメント等の汚れ・詰まり・付着等がある部品及び

点検部の清掃 

イ 取付け不良，作動不良，ずれ等がある場合の調整 

ウ ボルト，ねじ等で緩みがある場合の増締め 

エ 消耗部品の交換又は補充 

オ 接触部分，回転部分等への注油 

カ 軽微な損傷がある部分の補修 

キ 塗装（タッチペイント） 

ク その他これらに類する軽微な作業 

（２）設備概要及び点検回数 

別紙７－２による。 

（３）作業項目及び作業内容 

別紙７－３による。 

（４）フロン類を使用している機器の定期点検 

フロン類を使用している機器は，『フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に

関する法律』（平成 13 年法律第 64 号，以下『フロン排出抑制法』という。）に基

づく定期点検を実施することとし，内容は，別紙の特記仕様書による。 

（５）冷暖房の切り替え 

冷暖房の切り替えが必要な機器は，年２回（５月及び１０月），空調機器の冷暖

房の切り替えを行うこと。 

（６）関係機関への報告 

点検業務により関係機関への報告義務があるときは，委託者に代わり報告する

こと。 
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（７）経費の負担 

受託者は，保守点検業務に当たり，次の経費を負担するものとする。 

なお，部品の交換等を必要とする場合は，委託者と別途協議するものとする。 

ア 点検に要する機械工具類 

イ 補給油，グリス，ウエス，パッキン，Ｏリング類，塗料等すべての消耗品 

 

５ 故障等の対応 

受託者は，緊急の故障等に対応できる体制を確立し，故障等発生の連絡により直ち

に技術者を派遣し，迅速かつ的確に原因の調査を行い，結果を報告するとともに，適

切な措置をとること。 
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フロン排出抑制法に関する特記仕様書 

            

 

１ 定期点検 

業務用冷凍空調機器（第一種特定製品）の冷媒として使用されるフロン類の漏えいの 

早期発見のため，適切な機器の管理を行うことを目的とした点検整備を行うもので，業 

務内容は，次の各号のとおりとする。 

 

（１） 業務内容 

ア 異常音の有無についての検査 

イ 外観の損傷，摩耗，腐食及び錆びその他の劣化，油漏れ並びに熱交換器への霜 

の付着の有無についての目視による検査 

ウ 直接法，間接法又はこれらを組み合わせた方法による検査を行うこと。 

エ 一般社団法人日本冷凍空調設備工業連合会が策定している「業務用冷凍空調機 

 器フルオロカーボン漏えい点検・修理ガイドライン」に準拠した適切な方法で実 

施すること。 

 

２ 提出書類 

（１） フロン排出抑制法に基づく定期点検結果（エンジン定格出力が 7.5kw以上の業務 

用エアコンを対象とした専門家による定期点検）点検整備記録簿 

（２）「フロン排出抑制法」のエアコンディショナに該当するものは，3 か月以内毎に法に 

定める簡易点検を実施する。 

 

３ その他 

本点検の実施にあたっては，「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法 

律」に基づき，フロン類の性状及び取扱いの方法並びにエアコンディショナ，冷凍冷 

蔵機器の構造並びに運転方法について十分な知見を有する者が，検査を自ら行い又は 

検査に立会うこと。 

 

４ 特記事項 

（１） 「点検整備記録簿」については，一般社団法人日本冷凍空調設備工業連合会で発 

行している「漏えい点検整備記録簿」に基づき作成すること。 

（２） 当該第一種特定製品について，委託者が所有する「点検整備記録簿」に「フロン 

類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に基づき，点検に関する事項を 

記入すること。 


